研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　認知症共同生活住居G　　職　種　介護員　　氏　名  前島　大樹

	期　　間　　平成23年　 12月　8日（計1日間）

	出張目的    八戸地区認知症高齢者グループホーム協議会 研究（事例検討）発表会　研修会に参加

	出 張 先    八戸福祉公民館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　        研修要旨（プログラム毎に）

　　　　


＜考察＞

今回の研修に参加させて頂き、今まで他事業所の研究発表を聞く機会がなかった為、他の施設での研究発表を聞く事が出来、とても良い勉強になったと感じています。研究発表の中には私の普段の業務内でも活用出来る内容もあり、又、普段経験出来ない内容の研究発表もあがり、自分達だったらどう対応していくべきであるのか等考えさせられる研修でした。

 研修内容の中には各題材に対してのグループワークもあり、各グループホームでの対応の仕方やアドバイス等を聞けた為、これからの業務に役立てていき、入居者様により良いケアが出来る様にこれから取り組んでいきたいと思います。

演題① 自然な睡眠に向けて　講師　グループホームさいうん　畠山　文夫氏

1 グループワーク　自然な睡眠について

（内容）眠剤を使用していた入居者様は、夜間静かに休まれているが、眠気が翌日まで残りめまいや、ふらつきの訴えがあった。週に2.3回の幻覚も見られ、転倒のおそれもあった。職員、主治医と話し合い、眠剤を止め様子を見た所、幻覚も減少し、ふらつきもなくなり、めまいの訴えがなくなった。しかし、本人様へ眠剤を内服していない事を伝えていない為、本人様から「薬がないと眠れない」と不安の声が聞かれている。

（グループワーク内容）「この場合内服していない事を伝えるべきなのか、伝えないべきなのか」の話し合いを行った。他グループホームの職員と話し合い「そのまま伝えない」という意見が挙げられ、理由は薬を飲まないことが不安になってしまう方に対し、薬を中止した事を伝えた場合、不安で眠れなくなってしまうのではないかと言う意見が挙げられたが、もし伝えるのであれば、まず本人様に相談してから止めるべきではないかという意見もあった。良かった点は幻覚が減り、ふらつきもなくなり、めまいの訴えがなくなった。

（感想）演題にでたグループホームの入居者様は眠剤を中止した結果、幻覚は減り、ふらつきもなくなり、めまいの訴えもなくなった。その事で、日中の活動量も増え、ホールにて他入居者様と過ごされる場面が多くなり、その結果夜間、眠剤が必要とならずに済み、自然な睡眠ができる事につながったのだと思います。

演題②　トイレでの排泄再開まで　講師　グループホーム智水寮　高橋　一永氏　

2 グループワーク　トイレでの排泄再開まで

（内容）入居者様が自宅へ外泊中、転倒事故が発生。翌日より腰部に強い痛みを感じ、歩行及び起居動作が困難な状態となった。その為トイレでの排泄が難しくなった為失禁への清潔保持の対応も含めリハビリパンツを使用開始する。10日間継続した後、日中の自発的なトイレ移動が見られるようになったがが、夜間はトイレへ行かずベット上にて排尿する行為が見られるようになった。職員で話し合い、ご本人様の拒否を承知の上で、積極的なアプローチを行う方法で支援内容を統一させた。その結果、トイレでの排泄は成功し、その後は自発的なトイレ使用が再開した。

（グループワーク内容）この研究から、気付いた点（私ならこうしてみようと思う）を話し合い、夜間のみポータブルトイレを使用する、リハビリパンツを履かせるのではなく布パンツにパットを使用する等の意見が挙がった。良かった点は入居者様が自発的にトイレにて排泄できる様になった事が挙がった。

（感想）積極的なアプローチでトイレでの排泄が可能になった事がすごいと感じた。介護拒否される方に積極的なアプローチをかけると、さらにトイレに行きたくなくなるのではないかと思いましたが、日頃のコミュニケーションのおかげで、トイレ誘導が可能になったと講師の方が話されていました。いかに日頃のコミュニケーション、トイレにて排泄をさせる事が大事なのかを再確認した発表内容でした。

演題③　生活支援の取り組み　講師　グループホーム　ふくち　十文字　整氏

③グループワーク　生活支援の取り組み

（内容）「生活とは自分自身の能力を発揮して生きること」との言葉を聞き、運営理念にも掲げられている主体性・尊厳という言葉の本質を理解していなかったと感じ、当時の支援を振り返ると私たちは、入居者様のできる力・わかる力をある程度は把握していたつもりだったが、職員によって関わり方が異なることや、支援方法にばらつきがあり入居者様に必要な事だと思い、何でもやってあげている、いわばお世話係り的存在だったように感じた。お世話係りから脱却し本当の意味での生活の支援者を目指し取り組みを実施した。入居者様のできる、わかる事の新たな可能性を見極め、能力に応じて調理、清掃、洗濯等を取り組んで頂く。その結果、入居者様の自主性が高まり、入居者様同士の会話も増えた。しかしトラブル、事故等のリスクが増えたがアクシデントを未然に防止する為、インシデントに気付く職員の能力の向上が見られた。

（グループワーク内容）この研究から、気付いた点（私ならこうしてみようと思う）は、職員が勝手に認知症だから、危険だから、高齢者だからと決め付け力を奪っている事に気付いた。良かった点は、この演題に挙がったグループホームの入居者様は無意味に過ごす時間がなくなり、充実した生活を送っている。

（感想）ただのお世話係りではなく、入居者様の力を奪わず、可能性がある限り、出来る事は取り組んで頂き入居者様の能力の向上を目指す生活支援者になることが大事だと思いました。

演題④　地域交流と貢献　講師　グループホーム鶴亀　上野　武博氏

④グループワーク　地域交流と貢献　

　

（内容）グループホーム鶴亀では平成19年外部評価の結果、グループホームの人材を活かした地域社会への介護教室、認知症の予防等の研修で交流が求められ、平成20年度では地域住民のグループホームや認知症への理解を深める計画が求められている。毎年6月、10月に２回、地域住民、利用者家族を含め、施設との交流が図れる行事（バーベキュー大会）を施設で行ってきている。活動の成果として、回数を重ねていることもあり、地域住民の方々も積極的に参加して頂ける様になり、施設と馴染みの関係が築けてきた。

（グループワーク内容）この研究から、気付いた点（私ならこうしてみようと思う）はバーベキュー大会の他に時期をずらし、クリスマス会、餅つき大会などの地域と交流を深める行事を行った方が良いと思った。

（感想）地域との関係を築くことはとても大事なことだと感じた。日頃からの挨拶、行事等で関わりを重ねる事で、地域と密接な関係になり、お互い協力が必要になった時、すぐに助け合う事ができると感じた。
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